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▼IIBA™(International Institute of Business Analysis)は
国際的かつ中立的立場でビジネスアナリシスの啓蒙を行う非営利団体です。 IIBAはビジネスアナリシス、システムアナ
リシス、 要求分析、プロジェクトマネジメント、コンサルティング、プロセス改善など様々な領域での円滑な業務推進を支
援します。IIBAは8カ国28名のメンバーにより2003年10月に設立されました。2006年にはカナダで非営利活動法人に認
定され、本拠地をカナダのトロントに定めました。100あまりの支部を国際的に展開し、会員数は7,000名を超えます。
IIBAは理事会、上級リーダーシップ・チームおよび複数の委員会から構成され、
委員会は多くのボランティアによって運営されています。
さらに、各支部の支えるボランティアはその地域で活動するビジネスアナリスト
同士が知り合う場を提供することに力を入れています。

▼ビジネスアナリストとは

ビジネスアナリストは、様々なビジネスプロセス、ポリシーそして情報システ
ムへの変更要求を引き出し、分析し、コミュニケーションをとり、そして妥当
性確認をするためにステークホルダー間をつなぐ役目を果たします。ビジネ
スアナリストは、ビジネスの問題点とビジネスの機会を要求事項の観点から
把握し、組織がその目標を達成できるようにソリューションを提案する専門
家です。ビジネスアナリストとは、時にまとめ役であり、聞き役であり、調査
者であり、ファシリテーターであり、コミュニケーターであり、協力者であり、
革新者であり、さらにそれ以上の役割を持っています。

▼なぜ、BABOKなのか？

情報システムプロジェクトの失敗の原因に要求分析の不備によるもの
が増加しています。

具体的には、ステークホルダーは情報システムで実現しようとする条
件や機能をRFPに書けない。ITベンダーはステークホルダーが必要と

する要件を洗い出せないため、要求定義が不充分で要件追加による
納期の遅延、品質の悪化などが発生するわけです。これがプロジェク
ト失敗に至る典型的なパターンとなっており、今や世界中で同じことが
起こっています。こうした失敗プロジェクト撲滅に向け、このプロセスの
知識体系を明確化させたのがBABOKRになるわけです。

1. 昨年のおさらい

1-1. IIBAとBA概要
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昨年とは、2010 年5 月27 日 「BABOK（Business Analysis Body of 
Knowledge）2.0 について」 KB マネジメント社清水千博様による。

掲載：IIBA日本支部 HPより



International Institute of Business Analysis（IIBA）は、ビジネスアナリシス（以下、BA）の実践に関するスタンダード
の開発と保守、およびＢＡを実践する人々の認定と承認に全力で取り組んでいます。IIBAはBAの専門家を公式に認定
した最初の組織です。 詳しくは専門性を認定するメリットを参照してください。

▼ CCBA™ （Certification of Competency in Business Analysis™) 
CCBA™は、ビジネスアナリストとしての経験が認知され、そのキャリアのマイルストーンを達成したいと願うビジネスア
ナリシスの実践者のための資格です。CCBAを取得することにより、ビジネスアナリストとしてのスキルと、大きな責任を
担う能力が実証されます。私たちは、CCBAの認定が、ビジネスアナリストのための業界標準となることを願っています
。

•過去7年間に『BABOK®ガイド』の内容に合った3,750時間以上の業務経験があること
•6つの知識エリアのうち2つ以上の知識エリアで900時間以上、または6つの知識エリアのうち4つ以上の知識エリアで
500時間以上の経験があること
•4年以内に21時間以上の専門能力の教育を受けていること
•上司、クライアントまたはCBAP®資格保有者のいずれかによる2通の推薦状があること
•「行動規範」（Code of Conduct）にサインすること

CCBA™試験が日本語で受験できるようになりました。

▼ CBAP®（Certified Business Analysis Professional™) 
CBAP®は、さまざまな規模や複雑さを持つプロジェクトにおいて、スキルと専門知識を使ってBAワークを行う、上級ビ
ジネスアナリストのための資格です。CBAP®を取得すれば、雇用者からの信頼が得られ、収入アップも見込まれます。
またBAコミュニティにおいても精鋭メンバーと見なされるでしょう。

•過去10年間に『BABOK®ガイド』の内容に合った7,500時間以上の業務経験があること
•6つの知識エリアのうち4つ以上の知識エリアで900時間以上の業務経験があること
•4年以内に21時間以上の専門能力の教育を受けていること
•上司、クライアントまたはCBAP®資格保有者のいずれかによる2通の推薦状があること
•「行動規範」（Code of Conduct）にサインすること

1-2. IIBA認定 制度
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1.3 BABOK 2.0 知識体系エリア
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体系の概念図として、所属タスクとブロックの関係が説明なくして難しく分かりづらい。



1.3 BABOK 詳細知識エリアとプロセス関係図
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＊：その他、具体的な「テクニック」が記載されています。



受け入れ基準と評価基準の定義
ベンチマーク
ブレーンストーミング
ビジネスルール分析
データディクショナリと用語集
データフロー図（DFD）
データモデリング
決定分析
文書分析
見積もり
フォーカスグループ
機能分解
インターフェース分析
インタビュー
教訓プロセス
メトリクスとKPl
非機能要求の分析
観察
組織モデリング
問題のトラッキング
プロセスモデリング
プロトタイピング
要求ワークショップ
リスク分析
根本原因分析

シナリオとユースケース
スコープモデリング
シーケンス図
状態遷移図
構造化ウオークスルー
調査とアンケート
SWOT分析
ユーザーストーリー
ベンダーのアセスメント
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1.4 ＢＡＢＯＫ 2.0 テクニック

よく使われるテクニックと新たなテクニックが別章で掲載されて
いる点は、最新への保守性面で評価される。



2.0 IIBA日本支部 ワーキンググループ概要
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IIBA日本支部 2011 キックオフ 資料より



3.0 BABOK-WG の活動 （２０１０）
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参加したBABOK－ＷＧの２０１０年度成果物として、初学者向けのＱＡ集をまとめた。これは最終投稿前のＱＡ集の抜粋で
最終版は、ＢＡＲＣ－ＮＥＴに掲載されています。



3.1 BABOK-WG BABOK ver2.0 ＱＡ集の例示 その１
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3.1 BABOK-WG BABOK ver2.0 ＱＡ集の例示 その２
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3.1 BABOK-WG BABOK ver2.0 ＱＡ集の例示 その３
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4.0 IIBA日本支部 コミュニティサイト BARC-NETのご紹介

無償登録制です。
ご参加を！
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4.今後のBABOK について

■ＩＩＢＡ日本支部では、普及と認知度向上のため、種々の活動が展開されています。
以下、サイトをご参照ください。

IIBA日本支部
http://www.iiba-japan.org/

IIBA日本支部 研究部会コミュニティサイト ＢＡＲＣ－ＮＥＴ
http://www.ｔｈｅｂａｒｃ.org/

IIBA本部
http://www.iiba.org/AM/Template.cfm?Section=Home

■ IIBA本部では、BABOK Version3.0 作成委員会が動き始めています。

■ IIBA日本支部 研究部会では、それぞれ活発な活動が行われています。
所属する BABOK－ＷＧでは、2011年度以下に例示する推進時の「診断チェックシート」を開発中です。
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5.1 BABOK-WG BABOK 推進チェックリストの作成 （開発中の素稿）

（掲載省く）
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ご清聴、ありがとうございました。

ＩＴコンサル＆デザインラボ株式会社

村田茂之 mail (smurata@condlabo.jp )

KIT BPI研究会 ２０１１．０７ 資料


